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 かわぞこ
川底のどろの

なか

中に、カナブンみたいな
むし

虫がいたけど、
なん

何なの 

●どろといっしょならゲンゴロウかガムシ 

 カブトムシやカナブンなどと
おな

同じ
な か ま

仲間で、
すいちゅう

水中で
せいかつ

生活するものには、ゲンゴロウとガム

シがいます。ミズスマシも、
すがた

姿はよく
に

似ていますが、おもに
すいめん

水面で
かつどう

活動し、
てき

敵に
お

追われた

ときぐらいしか、
すいちゅう

水中にはもぐりません。 

 ゲンゴロウもガムシも、
よる

夜
かつどう

活動するので、
ひ る ま

昼間は
みずぞこ

水底でじっとしていることが
おお

多く、
かわ

川
ぞこ

底

のどろをすくうと、どろといっしょに、
あみ

網に
はい

入ってきやすいのです。 

●ゲンゴロウとガムシのちがい  

 ゲンゴロウとガムシは、
あたま

頭や
からだ

体の
かたち

形がちがっていて、ゲンゴロウは、
あたま

頭やかたい
はね

羽の
はらがわ

腹側に
ちか

近いふちに、
き

黄
いろ

色の
おび

帯があるものが
おお

多いといえます。 

 ゲンゴロウの
まえあし

前足や
なかあし

中足は
みじか

短いけれど、
うし

後ろ
あし

足は
なが

長く、どの
あし

足にも
け

毛が
は

生えています。
うし

後

ろ
あし

足のふさふさした
け

毛は、
およ

泳いでいるとき、オールのように
みず

水をかき、
からだ

体が
まえ

前に
すす

進みやす

くなっています。ゲンゴロウは、
ちい

小さいこん
ちゅう

虫や、
よわ

弱った
さかな

魚の
にく

肉などを
た

食べています。

 ガムシは、ゲンゴロウより
あし

足は
なが

長いけれど、
あし

足の
け

毛は
すく

少なく、
およ

泳ぐのにあまり
べ ん り

便利な
あし

足で

はありません。
およ

泳ぎも、じょうずではありません。ガムシは、
ようちゅうじだい

幼虫時代は、
ちい

小さいこん
ちゅう

虫な

どを
た

食べていますが、
せいちゅう

成虫になると
みずくさ

水草などを
た

食べています。（監修・中山 周平） 

 

 

 ガムシ

 前足 

 

 

 中足 

後ろ足 ゲンゴロウ 


